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●学歴/経歴　1997年東神大大学院卒。独ハイデ
ルベルク大学神学部博士課程卒（神学博士）。日
本基督教団正教師。2008年に着任、現在、教授。
●専門分野　   実践神学（説教学、教会建設論
等）
●研究テーマ   宗教改革者は教会を「御言葉の創造物」
と呼びました。説教は新しい人間を創造し、また教会
共同体を創造します。神の新しい創造の御業に仕える

力ある説教が必要です。神の言葉の説教が神の言葉であることを改めて探究
した神の言葉の神学の真理契機を継承し、それ以降の説教学が取り組んでき
た言語学や修辞学との対話も受け入れつつ、人間の業である説教が神の言葉
への奉仕にふさわしいものとなることを追い求めています。説教は、同じく救
済の手段である聖礼典と深く結びついているので礼拝学へ、また牧会的対話
の土台となるので牧会学へと必然的に広がっていくことになります。

《著書・論文》
・『説教による教会形成（説教塾ブックレット10）』キリスト新聞社
・「神の語りかけか、教会の祈りか」『神学』72　　
・「創造について説教する」『伝道と神学』2
・「救済史と説教」『神学』74　　
・「説教における世界史と救済史」『伝道と神学』3
・「神を語る言葉」『神学』75　　
・「力ある説教を求めて」『伝道と神学』4
・「洗礼礼典におけるエピクレーシス」『神学』76

●学歴/経歴 　 1974年東神大大学院卒。監理教
神学大学研修。韓国イエス教長老会神学大学
大学院卒。独テュービンゲン大学神学部博士
課程卒（神学博士）。在日大韓基督教会正教師
（現在、日本基督教団への宣教師）。1994年に
着任、現在、教授。
●専門分野　   実践神学（キリスト教教育、ア
ジア・キリスト教伝道学）、新約神学

●研究テーマ   キリスト教教育諸分野の中心となる「教会教育学」が
近年確立されてきました。古代から教会教育の柱であった「受洗
志願者教育」が現在の研究テーマですが、一般教育学や日本の公
教育との関係等、多様な分野も研究の対象となります。

《著書・論文》
・朴憲郁、平野克己監修 執筆『10代と歩む洗礼・堅信への 
　道』日本キリスト教団出版局

・「洗礼・堅信礼を巡る教会教育」、『神学』76号、東京神学 
　大学神学会、2014年12月　
・「教会教育学の出現とその特性」、『キリスト教教育論集』 
　第20号、日本キリスト教教育学会、2012年3月

●学歴/経歴　 1977年東神大大学院卒。米シカゴ
大学神学部大学院博士課程卒（哲学博士）。日本
基督教団正教師。東京神学大学名誉教授。1993
年に着任、現在、特任教授。
●専門分野　   歴史神学（教会史）
●研究テーマ   近年は19世紀の日米のプロテス
タント教会史と二国の比較神学思想史研究に
集中しています。その成果として、2009年に

『二つの福音は波濤を越えて』を出版しました。現在英国教会史
も関心に入れ、大学院では「英米日・福音主義の歴史」というゼ
ミも開いています。また、「霊的生活の歴史」ということで、聖書
の時代から現代日本のキリスト教霊的生活史演習も開いています。
学部では、教会史、世界宗教史の講義で皆さんにお目にかかるこ
とでしょう。

《著書・論文》
・『現代人のための教理史ガイド』（2001）
 ・『二つの福音は波濤を越えて』（2009）等
・「福音同盟会の教会史的背景とその性格」（1999）
・「二つの福音は山河を越えて̶一致教会の『第二信条問題』
　と植村正久の神学的起点」（2011）
・「『福音と福音主義』再考（一）、（二）」（2015～2016）
・「『宗教改革なきプロテスタンティズム』受容の功罪」　
　（2016）等

●学歴/経歴　   英エディンバラ大学神学部卒。
1993年東神大大学院修士課程卒（神学修士）。
日本基督教団正教師。1996年に着任、現在、教授。
●専門分野　      歴史神学（古代教会史、教父学など）
●研究テーマ    ４世紀のギリシア教父、アタナシ
オスの研究や古代の聖霊論やキリスト論などの教
理的な主題の研究をしています。アタナシオスは、
アレイオス派が、神の一被造物であるキリストとい

う理解を主張したのに対して、キリストが真の神であるという教えを一貫
して守りました。このような主張が、381年のニカイア信条に結実します。
キリスト教の正統説の基となる教理の形成に貢献したのが、アタナシオ
スです。さらに最近では、宗教改革者カルヴァンについても、いくつか
の論文を書いています。古代教会から宗教改革者に継承される神学的伝
統を歴史的に跡付けることが、わたしの研究の主題となっています。

《著書・論文》
ニカイア信条の成立と内容を解説した『ニカイア信条講解』
（教文館）、アタナシオス神学の学術的な研究書『アタナシ
オス神学の研究』（教文館）があります。教会の形成の課題
を論じた書物が『聖霊と教会』（教文館）です。さらに一般
の読者を意識した、キリスト教の入門的書物『ここが知り
たいキリスト教』（教文館）や『信仰30問30答』（共著、教
団出版局）等があります。
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教員紹介

◆講演会
①「羊飼いのメンタルヘルス」 　石丸昌彦先生（放送大学教授）
②「『私は私の弟を守る者でしょうか？』
　　―創世記４章１～１６節に現れたカインの位置・考察―」
　　裵 熙淑 先生（イエス教長老会神学大学校副教授）
③ 宗教改革の意義とその展開１「悦びの神学 ―カルヴァンと私たち―」　　
　　久米あつみ先生（東京女子大学・帝京大学 元教授）
④ 宗教改革の意義とその展開２「宗教改革500周年を共同で記念するカトリック　
　  教会とルーテル教会 ―  一致に関するルーテル＝ローマ・カトリック委員会50年の働き―」
　　 鈴木 浩 先生（ルーテル学院大学名誉教授・ルター研究所所長）

◆「旧約聖書神学 I」「アジア伝道論演習 a」合同授業
　   「レビ人のための歴代誌の改革プログラム」
　　裵 熙淑 先生（イエス教長老会神学大学校副教授）
◆公開授業
　　①「カルヴィニズムと台湾」 
       　　鄭 仰恩 先生（台湾神学院教会史教授・教会歴史資料センター主任・教務部長・学務副院長）
　　②「血、命、そして贖罪：ヘブライ書におけるヨム・キップールのキリスト論的適用に関する再評価」
　　③「英国における神学教育について」　
　　　　デビット・Ｍ・モーフィット先生（セント・アンドリュース大学　新約聖書学上級講師）

神学部神学科
◇学際基礎科目
　石部公男 情報基礎
　小宮正安 キリスト教と世界史
　佐々木高雄 法と人権１法学概論
  法と人権２日本国憲法
　佐野好則 哲学思想史
　田中  敦 哲学思想史
　早川朝子 社会史
　松原俊哉 現代の自然観
　渡辺善忠 キリスト教と芸術２音楽史
◇外国語科目
　髙砂民宣　　  英語Ⅱ
　福嶋  揚 ドイツ語ⅠＢ、ドイツ語Ⅱ
◇保健体育科目
　岡田光弘 体育Ⅱ
　高橋  伸 体育Ⅰ

◇専門教育科目：聖書神学関係
　左近  豊 新約聖書神学Ⅳ
　佐藤  泉 アラム語
　本間敏雄 ヒブル語Ⅰ・Ⅱ
　三永旨従 ギリシャ語Ⅰ・Ⅱ、新約原典講読Ⅰ・Ⅱ
◇専門教育科目：歴史神学関係
　小室尚子 宗教史Ⅱ、教会史Ⅴ
　本城仰太 教会史Ⅰ、教会史Ⅲ
◇専門教育科目：古典語
　小堀馨子 ラテン語Ⅰ・Ⅱ
◇教職課程科目
　石部公男 教育の方法と情報技術Ⅰ・Ⅱ
　菱刈晃夫 道徳指導法
　森  真弓 心理発達と教育
  教育的指導と相談の研究Ⅱ
　山口  博 特別活動指導法
　山本与志春 教育的指導と相談の研究Ⅰ

大学院神学研究科　博士課程前期課程（Ｍ）・博士課程後期課程（Ｄ）
◇聖書神学関係
　遠藤勝信 新約聖書原典釈義Ⅰ（Ｍ）
　　　　　　　　  新約聖書原典特殊研究（Ｄ）
　左近  豊 旧約聖書原典講読Ⅰ（Ｍ）
　佐藤  泉 アラム語（Ｍ）
                                     聖書語学特殊研究（Ｄ）
　本間敏雄 旧約聖書原典釈義Ⅰ（Ｍ）
　　　　　　　　  旧約聖書原典特殊研究（Ｄ）
◇組織神学関係
　近藤勝彦 組織神学特講Ⅰ（Ｍ）
                                    教義学特殊研究（Ｄ）
◇歴史神学関係
　藤本  満 教会史特講Ⅱ（Ｍ）

●学歴/経歴　2002年東神大大学院卒（神学修
士）。現在、独ボン大学神学部博士課程在籍。
日本基督教団正教師。2013年に着任、現在、准
教授。
●専門分野　   キリスト教教育学、組織神学
●研究テーマ   キリスト教教育学の分野では、主に原
理的な研究をしています。信仰を与えることも、聖化
をもたらすことも神の業であるのに、人間によるキリ

スト教教育は可能なのか、可能だとすればそれはなぜか、またどのようにして
かということを探求しています。同時に、一般的な教育学に解消されない、キ
リスト教教育独自の方法論に関心を持っています。組織神学の分野では、マル
ティン・ケーラーの倫理学について研究することを通して、福音主義的な倫理
学の考察に取り組んでいます。また、正統的な教理を守りながら理性的でもあ
り敬虔でもあるその神学を、日本の伝道に生かすことを目指しています。

《著書・論文》
・「教育が教育であるために」(1)-(3)、東京神学大学神学会編『神 
　学』75、76、78号、教文館、2013、2014、2016年
・「マルティン・ケーラーにおける教会の本質」、東京神学大学 
　総合研究所『伝道と神学4』、2014年
・「マルティン・ケーラーにおける洗礼と伝道」、東京神学大学 
　総合研究所『伝道と神学5』、2015年

●学歴/経歴 　 1990年米ウェスターン神学大学
大学院博士課程卒（牧会学博士）。米国改革派
教会正教師（現在、日本基督教団への宣教師）。
2002年に着任、現在、教授。
●専門分野　   実践神学（臨床牧会教育）など
●研究テーマ   日本における臨床牧会のあり方
― 総合牧会ケアの意義
「愛」という言葉はキリスト教においてよく知られ

ている言葉であると同時に、真に理解しにくい言葉でもあります。この
抽象的である言葉には、具体的な行為が求められています。夫婦、家族、
教会、また、社会において、キリスト者としてどのように愛する事を行
うのかという学びに従事しています。また、神の民――キリスト者であ
る私たちが相互的にケアを与え合うことが不可欠です。神の家族として
どのようにこの相互的ケアを行うことが研究課題です。

《著書・論文》
・「Creation: A Theological Response to Nuclear Proliferation」 
　『神学』73号（2011年）
・「Clergy Misconduct: Abuse of Honor」『伝道と神学』4号（2014年）
・「アメリカ改革派教会：現代の課題」『季刊教会』99号（2015年）
・「Picture Perfect Paradise Pursuit: Our Family and God's 　　 
　Family」『伝道と神学』６号（2016年）
・「Pagan Prophets: Healed by the Heathen」『神学』78号（2016年）


